


認知症の理解と援助 

                     公益社団法人認知症の人と家族の会主催 

 

 

 

 

社会医療法人財団石心会（せきしんかい）理事長。川崎幸（さ

いわい）クリニック院長。1973年東京大学医学部卒。東大付属

病院で内科研修後、患者・家族とともにつくる地域医療に取り

組もうと考えて、1975年川崎幸病院に内科医として勤務。以来、

内科の診療と在宅医療に取り組んできた。1987年より川崎幸病

院副院長に就任。1998年9月川崎幸病院の外来部門を独立させて川崎幸クリニックが

設立され院長に就任し、現在に至る。現在、訪問対象の患者は、約80名。 

1981年から、公益社団法人認知症の人と家族の会の活動に参加。全国本部の副代表

理事・神奈川県支部代表。公益社団法人日本認知症グループホーム協会顧問、公益財

団法人さわやか福祉財団評議員。 

認知症グループホームや小規模多機能型居宅会の制度化や、グループホームなどの

質の評価の委員会などの委員や委員長を歴任。 

著書は、杉山孝博著「マンガでわかる 認知症の９大法則と１原則」（法研）、杉

山孝博監修「親の認知症に気づいたら読む本」（主婦の友社）、杉山孝博監修「認知症

の人の不可解な行動がわかる本」（講談社）、杉山孝博監修「認知症の人のつらい気持

ちがわかる本」（講談社）、杉山孝博著「認知症の９大法則 ５０症状と対応策」（法

研）、杉山孝博著「イラストでわかる 高齢者のからだと病気」中央法規、「介護職・

家族のためのターミナルケア入門」（雲母書房）、杉山孝博編「認知症・アルツハーマ

ー病 介護・ケアに役立つ実例集」（主婦の友社）など多数。 

新聞連載 

1995 年 4 月～96 年 3 月毎日新聞に「杉山Ｄｒの在宅ケア 1，2，3」を毎週連載 

2009 年 4 月～10 年 3 月全国 20 地方紙に「知ってますか？認知症」を毎週連載 

2014 年 11 月～15 年 4 月しんぶん赤旗日曜版に「知っておきたい認知症」毎週連載 

監修・出演した映画「認知症と向き合う」（監督 保母新之助、脚本 松島恵利子、

企画・制作 東映映画㈱教育映像部、DVD、上映時間 30 分、2016 年 9 月発売）は、

認知症によく見られる症状、家族の混乱、認知症の人の思いと家族の気持ちの変化、

症状の理解、介護者の交流の大切さなど、認知症をめぐる様々な問題を、誰にでもわ

かりやすく理解できると好評である。文部科学省特別選定。平成 29 年度教育映像祭

にて最優秀作品賞（文部科学大臣賞）受賞（社会教育部門）。 

詳しくは、インターネットで「杉山孝博」で検索、あるいは「川崎幸クリニック」

⇒「院長のご挨拶と杉山医師の在宅医療のご紹介」で閲覧することができます 

例えば、「絵で見て学ぶ 高齢者のカラダ」「知ってますか？認知症」「認知症の

人への服薬介助の工夫」「認知症と自動車運転」「認知症と病名告知」「認知症の早

期診断、医療機関受診のための工夫」「認知症と入浴拒否」「胃瘻についての考え

方」など 

講師プロフィール 

杉山孝博（すぎやま たかひろ） 



講座の内容 

厚生労働省研究班の発表では間もなく700万人の認知症の人がいるといわれる現在、

認知症は誰にとっても身近な問題となりました。重要なことは、認知症を正しく理解

すること。講師が工夫した「認知症をよく理解するための９大法則・１原則」などを

知ることで、認知症の人の世界や家族の変化がわかるようになります。認知症の人の

「異常な言動」は決して異常ではなく、同じ状況になればだれもが行う言動にすぎな

いと知ることで、介護する人の気持ちが変わります。「BPSD に対する具体的な対応」

「最新の認知症治療」「「重度化とターミナルケア」など、認知症に関する幅広い知識

が得られます。「目からウロコ」の体験を、あなたもどうぞ！ 

 

「記憶障害に関する法則」。認知症の人の記憶障害には「記銘力低下」「全体記憶の

障害」「記憶の逆行性喪失」と呼ぶ３つの顕著な特徴があります。「記銘力低下」とは、

ひどい物忘れが起こることです。認知症の人が同じことを繰り返すのはそのたびに忘

れてしまうからです。大きな行為そのものの記憶を失ってしまうことを「全体記憶の

障害」と呼びます。「記憶の逆行性喪失」とは、記憶が現在から過去にさかのぼって

失われていく現象。「その人にとっての現在」は最後に残った記憶の時点となります。 

「症状の出現強度に関する法則」とは、認知症の症状が、いつも世話してくれてい

る最も身近な介護者に対してひどく出て、時々会う人、目上の人には軽く出ることを

いいます。 

「感情残像の法則」とは、感情の世界はしっかり残っていて、瞬間的に目に入った

光が消えたあとでも残像として残るように、認知症の人がその時いだいた感情が相当

時間続くことをいいます。 

 

＊「認知症をよく理解するための９大法則・1原則」が分かりやすく、担当のご担当

者に当てはまりました。 

＊昼夜逆転や入浴拒否などのケースを基に、具体的な「対応」と「言葉掛け」の仕方

がとても参考になりました。 

＊最新の治療薬と副作用を知ることが出来ました。 

＊病院の患者さんに認知症の方が増えてきており、今日の講義を聴きまさにピッタリ

の内容で悩みが解決できスッキリしました。 

＊事例を基に対応を教えて頂き、今まさに困っている認知症の方に当てはまりました。 

＊徘徊や異常行動に対して対症療法的な対応ではなく、「どのようにしてそのような

行動を取るのか」を、その方の人生から振り返ることで解決策が見いだせることを知

った。 

＊「何もしないこともケア」ということを知り、今まで「何かをしなければ！」とい

う思いにより、逆に認知症状を悪化させていたことに気づきました。 

＊急性期病院から在宅まで経験が豊富で、現実的な対応方法が理解しやすかったです。 

聴講者に大きな反響（講座聴講者のアンケートから） 

「認知症をよく理解するための９大法則・１原則」とは 


